
 

業  種 バス 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用 

教育・訓練 

テ ー マ 自社作成の「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」の活用 

取組の狙い 乗務員の各種教育や、事故分析の深度化による事故再発防止策の策定に活

用し、全社の事故削減を図る。 

具体的内容 京成バス株式会社では、従来の乗務員教育用指導マニュアルをより高度

な「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」に改定し、乗務員教育や事故発生時の分

析に活用している。 

 

１．「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」の内容 

（１）コンセプト 

乗務員に事故を起こさないための「安全習慣」（※）を理解・実践・

振り返るための手引き書として位置づけている。 

※事故を起こさないという意識だけではなく、事故やヒューマンエラーを起こ

さないための具体的な行動の内容と手順。 

（２）５０パターンの事故類型 

過去の自社の事故発生傾向を分析し、運行状況や運転環境に応じた１

１の大分類とそれらに対応する具体的な事故形態に細分化のうえ、５０

パターンの事故類型に分類している。 

＜パターンの例示＞ 

①大分類「01停留所発車」小分類「発車反動による車内客転倒事故」 

②大分類「03乗降扱い」小分類「中乗り：中扉乗車の際の挟み事故」 

（３）事故予防のための「安全習慣」の実践 

イラストで示した５０パターンの事故類型それぞれに対し、事故を発

生させないために具体的にどのような行動をとるべきかを、「安全習慣」

としてイラスト等を活用し分かりやすく示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故パターンのイメージ 対応する「安全習慣」のイメージ 



 

 

２．「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」の活用 

（１）乗務員教育 

乗務員が日常的に活用し安全習慣の実践方法について理解を深める

とともに、新人集合研修及び定期的な実務研修や事故惹起者研修には教

材として活用し、教育の均質化と高度化を目指している。 

（２）各営業所での事故発生時 

当該事故を分析する際、各営業所にて 50 パターンの事故類型に当て

はめた上で原因を分析し、再発防止のための具体的行動を決定してい

る。 

（３）全社的な再発防止策検討 

例えば全社で事故が多発した時期に、50パターンの事故類型に当ては

め全体傾向を分析した結果、「左寄せ」「左オーバーハング」の事故が顕

著であることが示され、さらに分析を深掘りした結果、勤続３年未満乗

務員への訓練不足が推定された。その対策として勤続３年未満乗務員の

運転技術向上を主眼とした、再発防止を図るための全営業所全乗務員対

象の一斉小集団活動や各種訓練を実施している。 

 

３．「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」のＤＶＤ化 

大型未経験乗務員の増加を踏まえ、冊

子である「安全運転ＨＡＮＤＢＯＯＫ」

の内容をＤＶＤ化した「安全運転実践Ｄ

ＶＤ」を新たに作成することで、経験が

浅い乗務員に対し事故の具体的なイメ

ージの理解を促し、安全習慣の実践に繋

げている。 

 

 

取組の効果 ①各営業所の管理者等から、「50 パターンに細分化されたことにより、事

故分析が容易になった」「教育すべきポイントが明確となり、よりきめ

細やかな教育が出来るようになった」「言葉では伝えづらい事項もイラ

スト等により伝えやすい」等、取組の効果が感じられる多くの感想・意

見が得られている。 

②平成 28 年 7 月の事故多発時には、新たな分析手法により策定した再発

防止策を全乗務員対象に実施した結果、8、9月、及び 28年度下期のト

ータルで減件目標を達成した（前年比 －32件達成）。 

事業者名 京成バス株式会社 

（連絡先：運輸安全推進室 ０４７－７１２－７４１５） 

 

安全運転実践ＤＶＤイメージ 


